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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　簡単にコンベヤ（１）を清掃する為のコンベヤチェーン支持体（１０）において、
　コンベヤチェーン支持体は、前記コンベヤの復路でコンベヤチェーン（５）を滑走しつ
つ支持するように適合された外周滑走面（１１）を備え、前記コンベヤチェーン支持体は
、支持位置（２２）において前記コンベヤの横軸に取り付けられるように適合される、コ
ンベヤチェーン支持体（１０）であって、
　前記コンベヤチェーン支持体は、第１ジョー（１７）および第２ジョー（１８）を備え
た単一ピースであり、前記第１ジョー（１７）および前記第２ジョー（１８）は、一端（
２０）で互いに接合し、他端（１９）でマウス（１３）を形成し、前記コンベヤチェーン
支持体は、前記マウスを通して前記横軸に取り付けられるように適合され、
　前記外周滑走面（１１）は、コンベヤチェーン支持体（１０）の全外周にわたって延び
ていることを特徴とする、コンベヤチェーン支持体。
【請求項２】
　各ジョー（１７，１８）は、前突起（１５）および後突起（１６）を備え、前記前突起
（１５）および後突起（１６）は、これらの間に取付け開口（１２）が形成されるように
互いに適合して配置され、前記前突起（１５）および前記後突起（１６）は、前記支持位
置（２２）において、内側座面（１４）で前記横軸を圧迫するように適合されていること
を特徴とする、請求項１に記載のコンベヤチェーン支持体。
【請求項３】
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　前記コンベヤチェーン支持体は、前記支持位置（２２）から離れた清掃位置（２３）に
移動されるように適合されることを特徴とする、請求項２に記載のコンベヤチェーン支持
体。
【請求項４】
　前記清掃位置は、前記ジョー（１７，１８）の中間であって、前記マウス（１３）およ
び前記前突起（１５）の間に配置されていることを特徴とする、請求項３に記載のコンベ
ヤチェーン支持体。
【請求項５】
　前記清掃位置は、前記コンベヤチェーン支持体の後部であって、後端（２０）および前
記後突起（１６）の間に配置されていることを特徴とする、請求項３に記載のコンベヤチ
ェーン支持体。
【請求項６】
　前記コンベヤチェーン支持体（１０）は楕円であることを特徴とする、請求項２～５の
いずれか一項に記載のコンベヤチェーン支持体。
【請求項７】
　前記取付け開口（１２）は、複数の内側座面（１４）を備え、前記複数の内側座面（１
４）は、中間で空隙と離間されて配置されていることを特徴とする、請求項２～６のいず
れか一項に記載のコンベヤチェーン支持体。
【請求項８】
　前記前突起（１５）の間の距離は、前記後突起（１６）の間の距離より大きいことを特
徴とする、請求項２～７のいずれか一項に記載のコンベヤチェーン支持体。
【請求項９】
　前記外側滑走面（１１）は傾斜周囲セクション（２４）を備え、前記傾斜周囲セクショ
ン（２４）は、コンベヤチェーンを横に案内するように適合されていることを特徴とする
、請求項１～８のいずれか一項に記載のコンベヤチェーン支持体。
【請求項１０】
　前記傾斜周囲セクション（２４）の傾斜座面（２５）は、前記コンベヤチェーン支持体
の前記滑走面（１１）に対して１２０度～１５０度であることを特徴とする、請求項９に
記載のコンベヤチェーン支持体。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載のコンベヤチェーン支持体を少なくとも一つ備え
る、コンベヤ（１）。
【請求項１２】
　前記コンベヤは、２つの縦方向運搬梁（２）および複数の横軸（３）を備え、各横軸に
は、複数の取付けセクション（２６）を備え、取付けセクションの直径は、前記横軸（３
）の直径より小さいことを特徴とする、請求項１１に記載のコンベヤ。
【請求項１３】
　前記取付けセクション（２６）の幅は、コンベヤチェーン支持体（１０）より少なくと
も２倍広いことを特徴とする、請求項１２に記載のコンベヤ。
【請求項１４】
　前記コンベヤチェーン支持体は、支持位置（２２）から清掃位置（２３）まで引っ張る
作用によって移動されることを特徴とする、請求項１１～１３のいずれか一項に記載のコ
ンベヤ。
【請求項１５】
　前記コンベヤチェーン支持体は、引っ張る作用によって前記マウス（１３）を通って前
記横軸から取り外されることを特徴とする、請求項１１～１４のいずれか一項に記載のコ
ンベヤ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、コンベヤを簡単に清掃する為に使用されるように適合されたコンベヤチェー
ン支持体に関する。コンベヤチェーン支持体は、コンベヤの清掃を単純化する。コンベヤ
チェーン支持体の位置は、清掃を容易にするため、保持軸上で簡単に変更可能であり、あ
るいは、コンベヤチェーン支持体は、広範囲な清掃の為に簡単に取り外せる。
【背景技術】
【０００２】
　工場内で異なるステーション間で物体を移動させるのに使用されるデバイスのようなコ
ンベヤデバイスは、通常、ベルトまたはチェーンを備える運搬用トラックを備える。コン
ベヤ用トラックは、コンベヤ梁によって支持される無端コンベヤチェーンから成る。コン
ベヤチェーンは、摩擦および摩耗を減少させるため、コンベヤ梁上の滑走面を滑走する。
この表面は、コンベヤ梁自体でもよいが、滑走レールのような追加の構成要素でもよい。
コンベヤ用トラックは、湾曲部、屈曲部を備えてもよく、コンベヤ用トラックの端部領域
には、チェーンを駆動する駆動ユニット、または、復路の為にチェーンを支持するアイド
ラユニットのいずれかがある。
【０００３】
　そのようなコンベヤの為に異なる多数の設計が利用可能である。製品は、コンベヤベル
トまたはチェーン上で直接運搬されるか、製品用キャリア上で運搬されてもよい。コンベ
ヤチェーンは、運搬される製品を支持することができるように設計された多数のチェーン
部品で構成される。コンベヤシステムは、異なる型式の製品に適合される。医療機器また
はラボオートメーションのような幾つかの製品にとって、環境は、清潔であり、ダストは
無いが、他の製品にとって、環境は、ダストや湿気があり、さらに／または汚くてもよい
。これらの場合、コンベヤの摩耗を減少させ、信頼性の良い動作を確実にするため、コン
ベヤを比較的簡単に清掃することが重要である。
【０００４】
　そのような産業の一つは、主に、製造または包装処理において良好な衛生状態を確実に
する為に清潔に関する様々な要件が商品の取り扱いに課される食品業界である。これは、
食料品が汚染されないことを確実にすることが必要である。食料品の型式によって、多少
の衛生的要求が課される。これらの要件を満たすため、しばしば、多くの手段がとられる
。これらには、例えば、規則正しい間隔でコンベヤの部品洗浄、より頻繁でない間隔で、
より徹底した洗浄など、異なる清掃計画を含む。これらは、規則正しい間隔でコンベヤシ
ステムを部分的に分解すること、コンベヤシステム及びチェーンの清掃を可能にするため
、チェーンの取外しを含む場合がある。
【０００５】
　さらに、コンベヤシステムの安全上の要求事項が頻繁にある。システムの可動機械部品
は、オペレータがシステムの可動部品と接触することを防止するため、囲われるべきであ
る。そのような安全コンベヤシステムを得る一つの方法は、指のような物体が通過できな
いように、可動部品に密接して配置される保護カバーを使用することである。しかしなが
ら、そのような囲まれたコンベヤシステムは、清掃するのが、もっと難しい。
【０００６】
　衛生的コンベヤシステムを清掃する為の異なる方法が知られている。大抵のシステムに
おいて、コンベヤチェーンは、コンベヤ用トラック上方の位置まで持ち上げることが可能
であり、コンベヤ内部にアクセスできる。コンベヤチェーンは、チェーンおよびコンベヤ
の両方を清掃可能にするため、取り外されてもよい。さらに、コンベヤの全部品を清掃可
能にするため、カバー、ガイドレール等のようなコンベヤの他の部品を取り外すことも知
られている。
【０００７】
　大抵のコンベヤシステムにおいて、コンベヤチェーンは、コンベヤの下側にある滑走レ
ール上または戻り溝内で運搬される。そのような解決策は、清掃が困難なので、例えば、
食品業界ではオプションにならない。この解決策の更なる欠点は、コンベヤチェーンが、
中間清掃の為にコンベヤチェーンを持ち上げることを可能にするため、しばしば、コンベ
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ヤトラックより長くなることである。そのため、復路は、過剰な長さを持つコンベヤチェ
ーンを取り扱うことを可能にしなければならない。そのため、復路は、通常、異なる形式
のチェーン支持体を備え、これらの間にコンベヤチェーンが多少垂れ下がる。チェーン支
持体は、ローラまたは滑走支持体でもよい。それらは、通常、横軸に装着され、クリップ
等で留められる。徹底した清掃のため、支持体および軸は、分解され、取り外される。
【０００８】
　これは、コンベヤシステムの部分的分解を必要とするので、多くの時間、労力、マンパ
ワーを要する。部品の取り外しに伴う他の問題は、清掃中、どこかに部品を置いておかな
ければならないことであり、これも、取り外された部品の汚染リスクを高める。コンベヤ
システムの故障に至る、締結具や他の部品が紛失されて交換されないリスクもある。
【０００９】
　そのため、この発明は、前述された不備を矯正する、改善されたコンベヤシステム構造
を提供することを目的とする。
【００１０】
【発明の開示内容】
【００１１】
　そのため、本発明は、コンベヤの清掃を容易にするコンベヤ用の改善されたコンベヤチ
ェーン支持体を提供することを目的とする。本発明は、清掃することが簡単なコンベヤを
提供することを更なる目的とする。
【００１２】
　本発明によると、問題点の解決策は、コンベヤチェーン支持体に関する請求項１および
コンベヤに関する請求項１１の特徴部分に説明されている。他の請求項は、有利な実施形
態と、コンベヤチェーン支持体およびコンベヤの更なる展開部を含む。
【００１３】
　コンベヤの清掃を簡単にする為のコンベヤチェーン支持体において、コンベヤチェーン
は、外周滑走面を備え、外周滑走面は、コンベヤの復路において、コンベヤチェーンを滑
走しつつ支持するように適合され、コンベヤチェーン支持体は、支持位置においてコンベ
ヤの横軸に取り付けられるように適合され、本発明の目的は、コンベヤチェーン支持体が
、第１ジョーおよび第２ジョーを備えた単一ピースであり、第１ジョーおよび第２ジョー
が、一端で互いに接合し、他端でマウスを形成し、コンベヤチェーン支持体が、マウスを
通して横軸に取り付けられるように適合されることで達成される。
【００１４】
　本発明によると、コンベヤチェーン支持体の第１実施形態によって、コンベヤチェーン
支持体は、コンベヤの簡単な清掃を可能にし、支持体を備えた戻りチェーンは、各コンベ
ヤチェーン支持体を取り外さなくても、清掃が可能になる。コンベヤチェーン支持体は、
戻りチェーンを支持する為にコンベヤチェーン支持体が横軸に取り付けられる支持位置か
ら、コンベヤチェーン支持体を取り外さなくてもコンベヤチェーン支持体および軸を清掃
できる清掃位置まで移動可能である。コンベヤチェーン支持体の取付け開口は、各コンベ
ヤチェーン支持体の清掃を更に向上させる切り欠きまたは空隙を備える。
【００１５】
　このように、普通の洗浄を、簡単かつ時間効率の良い方法で行うことができる。そのよ
うな洗浄は、通常の時間間隔で、例えば、１日に１回、あるいは、４時間毎に行われる。
この利点は、コンベヤチェーン支持体が清掃の為に取り外されなくてもよいことである。
各コンベヤチェーン支持体は、必要であれば、横軸から個々に取り外され、これは、より
徹底的なコンベヤ洗浄が行われるとき、或いは、コンベヤチェーン支持体が交換されると
き、有利であろう。
【００１６】
　コンベヤチェーン支持体は、汚染物質が引っかかり得る接合部や裂け目の無い単一ピー
スとして形成されるのが好ましい。このように、清掃が簡単で、低摩擦値を有するスムー
ズな外面を備えたコンベヤチェーン支持体が提供可能である。適した材料は、例えば、Ｈ
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ＤＰＥのような低摩擦材料である。コンベヤチェーン支持体は、射出成形処理で形成され
るのが好ましい。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
　以下、添付図面に示された実施形態を参照して、より詳細に本発明を説明する。
【図１】図１は、本発明に従うコンベヤチェーン支持体を備えるコンベヤの断面側面図を
示す。
【図２】図２は、本発明に従う複数のコンベヤチェーン支持体を有するコンベヤの正面図
を示す。
【図３】図３は、本発明に従うコンベヤチェーン支持体を示す。
【図４】図４は、支持位置にある本発明に従うコンベヤチェーン支持体を示す。
【図５】図５は、清掃位置にある本発明に従うコンベヤチェーン支持体を示す。
【００１８】
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　後述される更なる展開部を備えた本発明の実施形態は、単に例示とみなされるべきであ
り、特許請求の範囲によって与えられる保護範囲を制限するものではない。
【００２０】
　図１は、本発明に従うコンベヤチェーン支持体を備えるコンベヤの切断側面図を示す。
図２は、本発明に従うコンベヤチェーン支持体を備えるコンベヤの正面図を示す。コンベ
ヤ１は、側壁２を備える。側壁は、この実施例において、コンベヤを支持する縦方向の梁
として、さらに、ガイドレールおよび保護カバーの間に指や他の対象物が引っかかり、コ
ンベヤの内部に達することを防止する保護カバーとして作用する。そのため、必要とされ
る安全要件は、コンベヤによって満たされる。コンベヤは、コンベヤチェーン５を支持す
るように配置された側壁と相互接続しコンベヤチェーンを支持する複数の横向きロッド４
および横軸３を更に備える。コンベヤは、コンベヤの一端に駆動ユニット、他端にアイド
ラユニット（図示せず）を更に備える。
【００２１】
　横向きロッド４は、ガイドレール７，コンベヤチェーンのためにスライド支持体および
ガイドレール６を備え、前方でコンベヤチェーンを支持し、案内する。ガイドレールおよ
び支持レールは、コンベヤチェーン５の為に平坦な上部座平面を与える。支持レールの上
面は、コンベヤチェーンが簡単に支持レール上を滑走できるように低摩擦材料で形成され
るのが好ましい。同時に、支持レールは、それらが、２つの横向きロッド４の間の縦方向
間隔を比較的に長くできる、コンベヤチェーンおよび運搬品を支持することができるよう
に、比較的剛性でなければならない。
【００２２】
　横軸３は、コンベヤの復路においてコンベヤチェーンを支持する。各横軸は、幾つかの
戻り支持体１０を備え、コンベヤチェーンがエネルギ効率の良い方法で戻り支持体上を滑
走することを可能にする。戻り支持体は、コンベヤチェーンが過剰な長さを有しても、コ
ンベヤチェーンが簡単に滑走できるように、楕円であることが好ましい。過剰な長さの目
的は、コンベヤの内側にアクセスするため、清掃時にコンベヤチェーンを持ち上げること
である。
【００２３】
　図３は、コンベヤチェーン支持体１０を示す。コンベヤチェーン支持体は、好ましくは
、単一ピースとして形成され、後端２０で互いに相互接続される第１ジョー１７および第
２ジョー１８を備える。コンベヤチェーン支持体は、外側滑走面１１を備え、外側滑走面
１１は、コンベヤチェーン支持体の全外周にわたって延びている。コンベヤチェーン支持
体は、コンベヤチェーン支持体の前側１９にマウス１３を更に備える。コンベヤチェーン
支持体における中央には、取付け開口１２が設けられ、コンベヤの横軸の取付けセクショ
ンと協働するように適合されている。取付け開口は、２つの前突起１５と２つの後突起１
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６とが設けられている。各突起は、横軸の取付けセクションにもたれかかる内側座面１４
を備える。好ましくは、座面１４は、支持開口の周囲の一部にわたって延びているだけな
ので、コンベヤチェーン支持体の清掃が容易になる。
【００２４】
　コンベヤチェーン支持体は、マウスを通じて横軸に取り付けられ、マウスは、軸を入れ
ることが可能になるように多少曲がる。軸は、取付け開口１２に達するように２つの前突
起１５の間に更に挿入される。コンベヤチェーン支持体は、どんな方向でも、どんな位置
でも、取付けセクションに取り付けられ、コンベヤチェーン支持体の前端はコンベヤチェ
ーンの移動方向前後に向けられてもよく、第１ジョーおよび第２ジョーは、上方に、コン
ベヤチェーンの方に向けられてもよい。
【００２５】
　図４において、コンベヤチェーン支持体は、コンベヤチェーン支持体が横軸の取付けセ
クションに取り付けられる支持位置２２で示されている。４つの座面１４は、全て、取付
けセクションの表面を圧迫している。コンベヤの復路では、この位置でコンベヤチェーン
支持体はコンベヤチェーンを支持する。例えば、食料品を運搬するように適合されたコン
ベヤを簡単に清掃する際、コンベヤの内側の清掃が可能になるようにコンベヤチェーンを
持ち上げられるように、通常、コンベヤチェーンは過剰な長さを備えている。そのため、
コンベヤチェーンは、復路では溝の中を移動しない。その代わり、コンベヤチェーンは、
異なる横軸の戻り支持体の間に掛かる。そのため、コンベヤチェーン支持体の形状は、楕
円、すなわち長円であること、円形でないことが利点である。楕円形状を備えたコンベヤ
チェーンは、回転しないが、滑走面上を滑走する。
【００２６】
　コンベヤが清掃されるとき、コンベヤチェーン支持体が移動でき、横軸から完全にコン
ベヤチェーン支持体を取り外さなくても清掃できることは利点である。普通の清掃のため
、或いは、衛生上の要求があまり必要でないときには、取付けセクションにおいてコンベ
ヤチェーンを横に移動させることで十分である。より徹底した清掃のためには、図５に示
されるように、コンベヤチェーン支持体を清掃位置２３まで移動させることが好ましい。
この位置において、コンベヤチェーン支持体は、取付けセクションから移動されるが、ま
だ、横軸によって保持される。コンベヤチェーン支持体は、ジョー開口２１によって、横
軸または取付けセクションのいずれかに掛けられる。この位置では、横軸の取付けセクシ
ョンおよびコンベヤチェーン支持体の取付け開口の両方が簡単に清掃可能である。清掃が
完了されるとき、コンベヤチェーン支持体は、オペレータによって、支持位置まで簡単に
スナップで戻される。もちろん、徹底した清掃のため或いは交換のためには、マウスを通
して完全にコンベヤチェーン支持体を取り外すことも可能である。
【００２７】
　コンベヤチェーン支持体がコンベヤチェーン支持体の後部に向かって移動されるように
、後突起を設計することによって、清掃位置としてコンベヤチェーン支持体の後部を使用
することも可能である。この後部清掃位置において、コンベヤチェーンは、まだ、コンベ
ヤチェーン支持体によって支持可能であり、コンベヤチェーン支持体が横軸をスナップさ
せるリスクはない。
【００２８】
　本発明のコンベヤチェーン支持体の一つの利点は、コンベヤチェーン支持体を取り外す
為に横軸を取り外すことによってコンベヤを分解しなくても、個々のコンベヤチェーン支
持体を装着し取り外すことが簡単である点である。これは、軸を取り外すことを不要にす
ることから、軸が側梁に溶着される衛生的なコンベヤを可能にする。
【００２９】
　図２に示されるように、傾斜セクション２４を備えたコンベヤチェーン支持体を提供す
ることも可能である。傾斜セクションは、復路において、コンベヤチェーンを横に案内す
るように適合される。傾斜セクションは、傾斜座面２５を備え、傾斜座面２５は、コンベ
ヤチェーンを横方向に案内することを助ける。コンベヤチェーンは、滑走面１１上を滑走
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し、必要であれば、傾斜セクションによって案内される。傾斜座面の角度は、コンベヤチ
ェーン支持体の滑走面に関して、１２０度から１５０度であるのが好ましい。
【００３０】
　横軸は、各々がコンベヤチェーン支持体１０を受けるように適合された複数の取付けセ
クション２６を備えている。取付けセクションの直径は、横軸の直径より小さい。取付け
セクションの幅は、少なくとも、コンベヤチェーン支持体の幅と同程度に広いが、好まし
くは広く、例えば、コンベヤチェーン支持体より少なくとも２倍広くてもよい。このよう
に、コンベヤチェーン支持体は、コンベヤチェーンの摩耗を減らし、コンベヤチェーン支
持体および横軸の清掃を容易にする横方向に僅かに移動できる。軸より小さな直径を備え
た取付けセクションを使用することによって、コンベヤチェーン支持体は、クリップ等を
必要とすることなく横軸に取り付けられ、コンベヤの清掃を更に容易にし、必要な清掃時
間を減らす。
【００３１】
　コンベヤチェーン支持体は、細菌などが隠れ得る隠れ空間をコンベヤが備えないことが
重要な衛生上の目的の為に使用されるのが好ましい。そのようなコンベヤも、簡単に清掃
できなければならない。コンベヤチェーン支持体を取り外さなくてもよく、支持位置およ
び清掃位置の間を簡単に移動されるコンベヤチェーン支持体を設けることによって、コン
ベヤの清掃が簡単になる。コンベヤチェーン支持体も、コンベヤチェーン支持体が復路で
使用されるコンベヤシステムの全ての型式で使用するのに適している。
【００３２】
　本発明は、前述された実施形態に限定されるものではなく、多くの追加変更例や変形例
が、後の特許請求の範囲内で可能である。コンベヤチェーン支持体は、どんなサイズでも
可能であり、任意の適した材料で形成されてもよい。
【００３３】
他の形状も可能である。
【参照符合】
【００３４】
１：コンベヤ
２：側壁
３：横軸
４：横向きロッド
５：コンベヤチェーン
６：ガイドレール
１０：戻り支持体
1 1 :外側滑走面
１２：取付け開口
１３：マウス
１４：内側座面
１５：前突起
１６：後突起
１７：第１ジョー
１８：第２ジョー
１９：前端
２０：後端
２１：ジョー開口
２２：支持位置
２３：清掃位置
２４：傾斜セクション
２５：傾斜座面
２６：取付けセクション
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